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野田市社会福祉協議会 検索

この度、野田市内の学校及び団体が福祉教育推進校・団体として指定されました。指定期間は

令和元年度から３年度までの３年間で、それぞれが手を取り合い、地域の実情に合わせた福祉教

育を展開する予定です。

推進指定校と地域がともに福祉教育を推進することで将来、地域に助け合い・支えあいの輪が

広がり、誰もが豊かに暮らせる福祉コミュニティの形成に結び付くことが期待されています。

福祉教育を通してはぐくまれる力

福祉教育を通して様々な力を獲
得することが期待されています。

福祉を素材として学習することで、福祉教

育を通して社会福祉制度・活動への関心と理

解を深め、様々な課題を抱えている人々とと

もに手を取り合い、子どもも大人も、障がい

のある人もない人も、ともに学びあい誰もが

その人らしく暮らせる人づくり・地域づくり

について考えます。

人とのかかわり、自然や社会とのかかわり

を通して、自分を見つめ、生き方について考

え、こころの成長の糧となる体験や人間関係

を学ぶ機会となります。

Tips 地区社会福祉協議会って？
市内に 22 か所設置されている地域福祉の推進を目的とした団体です。メンバーは自治会長、民生委員・
児童委員、ボランティア団体等の方々で、それぞれの地域の実情に合わせた活動をしています。

西部地区社協清水高校岩名中学校岩木小学校

・地域のことを学ぶ力

・福祉を学ぶ力

・地域の課題に気づける力

・他者や社会とかかわる力

・つながること（ネットワーク力）

・つなげること（コーディネート力）

・課題を解決できる力

・共に生きる力



岩木小学校

本校は、昭和６２年に開校した創立３３年目の学校です。
教育に熱心な地域で、本校の教育活動に多くの支援をいただ
いております。地域とのつながりも強く、学校支援地域本部
を設置し、学校支援、図書室の利活用、キャリア教育と環境
整備に力を入れ、開かれた学校づくりの推進が行われてきま

した。
校内でも生徒の地域貢献活動が積極的に行われており、平

成２５年度を境に「一人一ボランティア」を合言葉に各自治
体の要望に合わせて活動しています。例えば、地域のクリー
ン作戦の参加や、夏祭りの模擬店のお手伝い、社会福祉施設
の訪問などです。本年度も、１月現在で１４ある要請に、２

００人以上の生徒が自主的に参加しています。この活動が「
あおいそら運動推進大会」において、「善行賞」を受賞し、
活動を高く評価していただいております。ボランティアに参
加した生徒は、人に感謝されることや役に立てる喜びを実感
し、学校では学ぶことが難しい経験を楽しみながら活動させ
ていただいています。

福祉教育を通じて、生徒は、自分の幸せだけではなく、周
りの人も大切に思い、一人ひとりそれぞれの人の考え方、生
き方を尊重できる大人へと成長しています。今後も積極的な
活動を岩名中学校の文化とし、彼らが地域を盛り上げる人財
に、さらには広い社会で必要とされる人財へと成長すること
を期待しています。

岩名中学校

<岩木っ子 あったかハート プロジェクト～標語編～>

① みんな仲間 困った時は 助け合い

② 岩木小 幸せあふれる いい所

③ 支えあい 一緒に泣いたり 笑ったり

④ 人びとが みんな笑顔で 幸せに

尚、ここには掲載していませんが、子どもたちが描いた福祉

をイメージしたイラストも標語とセットでのぼり旗になる予定

となっています。

本校は福祉教育推進校になる以前から、デイサービス交流や

車いす目隠し体験、各種募金活動など、多種多様な福祉教育を

行ってきました。今後は、従来の活動を基盤としながら、新た

な福祉教育の一つとして、パラリンピック競技の体験も実施し

ていく予定です。福祉教育を通して子どもたちに「福祉」とい

う名の種をまき、「やさしさ」という花が咲くよう、充実した

福祉教育を実践していきます。

岩木小学校は，昭和５５年に開校し、地域の皆様に支えられながら今年度開校４０周年を迎えました。全校

児童８３６名と市内の小学校で一番児童数が多い学校です。「笑顔あふれる岩木小」を目指して、学習や運動

に取り組んでいます。

「福祉教育」と聞くと、手話や点字、盲導犬などの学習をするものだと思っていませんか。いえいえ、それ

ばかりではありません。本校の福祉教育は「いつでも、どこでも、だれにでもできる」が合言葉です。今年度

は、福祉教育推進校として充実した福祉教育を実践するために、福祉に関する標語・イラストを全学年で考え

ました。今回は、その中でも特に評判がよかったものをご紹介します。



千葉県立清水高等学校は、大正８（1919）年、東葛飾郡立野田農学校として設立した、創立１００年を超え

る歴史と伝統のある学校です。また、農業系（食品科学科）・工業系（機械科・電気科・環境化学科）の４学科か

らなる実業高校です。「誠実・創意・実行」を校訓とし、将来自立した良き社会人となるための教養と人間性を高

め、必要な知識と技術を身に着けさせることを教育目標としています。

食品科学科では、農場での栽培から微生物を利用した食品加工などを学び、様々な食品製造や加工する技術を

身につけます。また、食品産業に対応するため食品流通など実務的なことも学びます。

機械科では、２１世紀を担うエンジニアになることを目指し､機械加工（溶接や旋盤加

工）を用いた基礎技術からコンピュータを搭載した工作機械（マシニングセンタや NC 旋

盤）や CAD(コンピュータで描く製図)などの最新技術までの幅広いことを学びます。

電気科では、進歩を続ける技術の基礎となる電気や電子、通信、コンピュータなどに

ついて学習します。また、電気主任技術者を目指したコースと通信やエレクトロニクス

関係の新しい知識や技術に対応できる技術者を目指したコースに分かれて学びます。

環境化学科では、豊かで美しい地球を守り、快適な生活を送るため、衣・食・住に関し

た技術を学びます。また、水質や大気などの身近な環境が廃棄物等で汚染されている原

因を探り、解決するためにはどうしたらよいかを学ぶコースと、化学反応を利用して工

業材料や製品を作る方法を学ぶコースに分かれて学びます。
その他、資格や検定の取得や、野田市産業祭などでの展示・実演・販売など、地域で

の活動にも積極的に参加しています。

西部地区社会福祉協議会は川間駅南側に位置する、岩

名 1 丁目・2 丁目町内会、岩名二丁目北自治会の区域を

中心に活動しています。対象とする地域には 1,500 程

の世帯が立ち並びます。
普段は、地域にお住いの方を対象とした、介護予防体

操や食事会、絵手紙や手芸品の作成等を行う「ふれあい
いきいきサロン」やバス研修会等を開催しており、顔の
見える関係を作れる地域を目指して活動しています。

＊西部地区社会福祉協議会について

＊意気込み

小中高と各校の先生方との意思疎通を図り連携を取

りながら子どもたちの福祉に対する理解を推し進めて

まいります。

＊福祉教育における各学校との取組

―岩木小学校―

目と足の不自由な方の日常を体験する「車いす

目隠し体験学習」を実施し、障がいについて理解を

深めるお手伝いをしてまいります。
―岩名中学校―

生徒に地区社協での行事のお手伝いや、吹奏楽部に

よる演奏の発表等で地区社協活動に参加してもらい、

盛り上げていただくことはもちろん、自分たちが暮ら

す地域について理解を深めてもらえればと思います。

今回、指定を受けることにより、初めて清水高校と接点

を持つことができました。まずは学校について理解を深

めるために自転車安全教室の見学と、地域住民の声を学

校運営に生かすミニ集会に出席させていただきました。  

今後は地区社協と共同で取り組める行事等について相

談し、実施できるよう、協議していきます。

―清水高校―

千葉県立清水高等学校

西部地区社会福祉協議会



～ハンドトリートメント「ふわふわ」～ 

お邪魔しました 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動中 
ハンドトリートメントを通して、体に与

える癒しの効果を皆さんに実感してもらい

た～い！と集まった「ふわふわ」です。 

おもちゃ病院 野田開院のお知らせ 

お問い合せ 

 野田市ボランティアセンター☎7124－3939 

おもちゃ病院 野田 久保  ☎7120－1228 
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 今年度もたくさんのボランティア登録、ご協力を

ありがとうございました。個人登録、団体登録とも

新年度の登録更新の時期となります。同封いたしま

した書類のご提出をお願いいたします。 

 新年度もボランティアセンターをよろしくお願

いいたします。  

新型コロナウィルス対応のため、３月と４月の活
動はお休みとなります。 

詳しくは、ホームページをご覧ください。 
 http://toyhospitalnoda.web.fc2.com/ 

受講生 募集 

日 時：基礎編（全９回） 

令和２年１１月 ４日から 

令和３年 １月２０日  毎週水曜日 

１０時から１２時 

   実践編（全６回） 

    令和３年 １月２７日から 

令和３年 ３月 ３日  毎週水曜日 

（予備日 ３月１０日） 

    １０時から１２時 

場 所：総合福祉会館 ２階 第１会議室 

対象者：朗読ボランティア活動を継続できる方 

   パソコンで文字の入力ができる方 

   年齢 6７歳以下の方 

定 員：２０人 

費 用：１,０００円（資料代等） 

申込方法：住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、 

ＦＡＸにて野田市社会福祉協議会まで。 

ＦＡＸ：０４－７１２４－８８８３ 

電話でお申込みの方は下記の連絡先まで。   

電話：０９０-９９５０-５６０５（あいの会 関） 

お申込み後、説明会に参加していただきます。 

説明会：令和２年１０月２８日（水）１０時から 

総合福祉会館 ２階 第１会議室 

主 催：朗読グループあいの会 

共 催：野田市社会福祉協議会  

初級朗読（音訳）講座 基礎編・実践編 

◇助 成 金 情 報◇ 

ハンドトリートメント「ふわふわ」の活動にお邪魔しました。 

当日は、ラベンダーの香りでマッサージ♪ マッサージ後のツヤツヤ手肌にみなさんもう

っとりのご様子。作業に戻られたあとも「すべすべよ。いい香り」と喜ばれていらっしゃい

ました。 

「ふわふわ」のみなさんの笑顔にも癒され、ゆったりとお話しも楽しんでいらっしゃいま

した。アロマの香りと、笑顔があふれる素敵なひと時でした。 

※活動は土日となります。ハンドトリートメントの際の禁忌事項もございます。 

詳細はボランティアセンターまでお問合せください。 

高齢者を主な対象として活動するボランティアグ

ループおよび地域共生社会の実現につながる活動を

行っている高齢者中心のボランティアグループに対

し、活動において継続的に使用する用具・機器類の

取得資金を助成します。 

応募締切 令和２年 5 月２２日（金）必着 

※社会福祉協議会の推薦が必要になります。推薦手続
きには時間を要します。余裕をもってご準備くださ
い。応募希望の団体は、事前にご連絡をお願いいた
します。 

http://www.mizuho-ewf.or.jp 

応募要領・申請書は財団のＨＰからダウンロード

してください。 

第３７回「老後を豊かにするボランティア 

           活動資金助成事業」 
 

所定の申請書に必要事項を記入の上、社会福祉協

議会の推薦を受け、財団に直接送付してください。 

Ü応 募 方 法 Ü 
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Üみずほ教育福祉財団Ü 
 


